
30年　春季号

「すくすくまっすぐ育つように」　～ 端午の節句　笹巻き ～

酒田市農業委員会報　No.50

特　集

こんなことしています　農業委員会（２、３面）

〜 平成30年度酒田市農業委員会活動重点目標 〜

農地中間管理事業（４面）

農業委員会活動レポート（５面）

キラリな女性　かがやく女性農業者（６面）

若手農業者リレーエッセー　かぜ

農業一筋　　短信（７面）

進む農業の法人化　－地域での取り組み－（８面）

おかげさまで創刊50号



　
酒
田
市
を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
農
業
委
員
が
３
～
７
人
編
成
で

毎
月
１
回
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
行
い

ま
す
。

○
地
域
の
課
題
確
認
と
解
消
に
向
け

た
活
動

○
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
調
整

活
動

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

○
遊
休
農
地
の
相
談
、
解
消

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討
会
へ
の
関

与
　
な
ど

　
市
役
所
の
農
業
委
員
会
窓
口
だ
け

で
な
く
、
地
域
段
階
で
支
所
や
各
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
の
単
位
で
農
地
に
関
す

農地等の利用の最適化とは

　　 推進しますV

„

る
相
談
な
ど
を
き
め
細
か
く
聞
い
て

い
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
現
場
で
の
活
動

な
ど
を
も
と
に
、
月
に
１
回
開
催
さ

れ
る
全
体
会
で
、
農
業
委
員
全
員
で

情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
委

員
全
体
の
最
適
化
の
推
進
に
係
る
知

見
を
深
め
、
対
応
方
法
な
ど
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

○
最
適
化
に
関
す
る
研
修
・
意
見
交

換
○
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
か
ら
の
課
題
や
成

果
に
対
す
る
意
見
交
換

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結
団
式
・
報
告

会
○
現
場
活
動
の
実
践
の
報
告
　
な
ど

　
酒
田
市
農
業
委
員
会
は
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員
29
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
定
例
総
会
で
農
地
の
売
買
、
貸
し
借
り
、

転
用
の
許
可
を
決
定
す
る
ほ
か
、
遊
休
農
地
調
査
な
ど
の
農
地
に
関
す

る
業
務
、
ま
た
農
業
者
年
金
等
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
般
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
と
し
て
、
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
（
以
下
「
最
適
化
の
推
進
」
）
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
酒
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
12
月
の
改
選
を
機
に
、
最
適
化
の

推
進
を
よ
り
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

特集

○担い手への農地利用の集積・集約化

○遊休農地の発生防止・解消

○新規参入の促進

これらによる、農地等の利用の効率化及び

高度化の促進を行うことをいいます。

　酒田市農業委員会では、昨年12月から

「農地等の利用の最適化の推進に関する委

員会」（以下「最適化委員会」）を設置し、

以下のとおり最適化の推進に取り組んでい

ます。また、活動の重点目標を定め（次頁

参照）、最適化の推進を含めた地域農業の

振興を図ります。

現場活動

　
最
適
化
委
員
会

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

最
適
化
委
員
会
全
体
会

➡➡

最適化委員会
全体会

最適化委員会
ブロック会議

➡
➡

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す

 

農

業

委

員

会

▲ 地域の課題を共有

▲ 市内全域の情報を共有



農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

農地利用の最適化を　　 

´

　
農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
に
向
け
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
お
よ
び
、
意

欲
あ
る
多
様
な
農
業
者
へ
の
農
地
集

積
を
図
る
た
め
、
利
用
状
況
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
～
８

月
を
強
化
月
間
に
設
定
し
、
遊
休
農

地
や
違
反
転
用
の
早
期
発
見
・
是
正

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
耕
作
放
棄
地
を
引
き

受
け
て
農
地
を
再
生
す
る
農
業
者
等

へ
の
支
援
制
度
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
次
頁
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
女
性
農
業
委
員
は
４
名
い

ま
す
。
既
に
直
売
、
交
流
、
６
次
産

業
化
な
ど
で
女
性
の
力
が
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行
動
力
な
ど

で
、
今
後
の
最
適
化
の
推
進
に
向
け
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成30年度酒田市農業委員会活動重点目標を定めました

平成30年度酒田市農業委員会活動　重点目標

　農業委員会等に関する法律の改正を踏まえ、最適化の推進について、より一層取り組ん

でいくとともに、従来からの取り組みである農業委員会活動の見える化や農業者年金の加

入促進など具体的な活動等を通して、地域農業の振興に努めていきます。

１．酒田市農地集積センターを活用した担い手へ

の農地集積・集約化の促進

・農地中間管理事業を活用した面的集積に重

点を置いた農地集約化の促進

・「人・農地プラン」の話し合い、計画の見

直し等への積極的関与

２．遊休農地の発生防止・解消

・農地利用状況調査員との連携強化（農地パ

トロール、農地利用意向調査）

・農地の多面的機能維持等に係る地区保全会

等との連携・調整

３．新規参入の促進

・営農希望に適した農地のあっせん活動

・関係機関等との連携、相談調整

４．農地等の利用の最適化の推進に関する意見書

の提出

・農業者等の声を反映させた意見書の提出

・酒田市農地集積センター地区会議での最適

化の推進に関する座談会の開催

５．農業者年金の加入促進

・取組み重点地区の設定

・加入推進対策会議及び研修会の実施

６．農業者が必要とする情報の提供

・農業委員会報「きらり」の発行やホーム

ページ等による情報発信

・全国農業新聞の購読拡大を進め、農業経営

に役立つ情報の提供

女
性
の
活
躍

　
３
月
８
日
、
第
14
回
女
性
の
農
業

委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

東
京
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
関
係

者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
立
大
学
講
師
の
中
村
貴
子

氏
の
「
女
性
が
輝
く
た
め
に
！
今
求

め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
は
」
と
題
し

た
講
演
に
続
き
、
「
女
性
の
視
点
を

活
か
し
て
農
地
利
用
の
最
適
化
に
取

り
組
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
、
地
域
を
守
っ
て
行
く
為
に

は
女
性
の
活
躍
が
特
に
必
要
で
あ
り
、

新
し
い
事
、
新
し
い
環
境
を
受
け
入
れ

る
事
が
大
切
等
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
き
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
白
畑
ち
か
子
委
員
）



※
不
成
立
農
地
を
農
地
中
間
管
理
事

業
以
外
で
貸
し
付
け
す
る
場
合
は
、

取
下
げ
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
本
事
業
は
、
白
紙
委
任
と
な
り
、

貸
し
付
け
す
る
相
手
方
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
出
し
手
、
受
け
手
と
も
に
、
庄
内

み
ど
り
農
協
各
営
農
課
、
酒
田
市
袖

浦
農
協
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
契
約
さ
れ
た
も
の
の
各
種

変
更
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
名
義
人
変
更
・
住
所
変
更

　
そ
の
都
度
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
振
込
口
座
変
更
・
借
賃
変
更

　
毎
年
７
月
ま
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、
庄
内
み
ど
り
農
協
各

営
農
課
、
酒
田
市
袖
浦
農
協
、
農

業
委
員
会
事
務
局
で
の
手
続
き
に

な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
農
地
中
間
管
理
事
業
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆ 

受
け
手 

◆

１
回
目
／
平
成
30
年
７
月
20
日
㈮
ま
で

２
回
目
／
平
成
30
年
11
月
20
日
㈫
ま
で

※
す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
継
続
さ

れ
ま
す
の
で
、
再
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

※
今
年
度
よ
り
市
全
域
を
対
象
と
し

た
募
集
に
変
わ
り
ま
す
。
希
望
の

区
域
が
あ
る
場
合
は
別
途
申
し
出

が
で
き
ま
す
。

◆ 

出
し
手 

◆

　
申
し
込
み
は
随
時
可
能
で
す
が
、

平
成
31
年
か
ら
貸
し
付
け
し
た
い
場

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
回
目
／
平
成
30
年
７
月
20
日
㈮
ま
で

２
回
目
／
平
成
30
年
11
月
20
日
㈫
ま
で

※
１
回
目
の
申
し
込
み
分
は
、
平
成

30
年
度
の
協
力
金
対
象
と
な
り
、

２
回
目
の
申
し
込
み
分
が
平
成
31

年
度
の
協
力
金
対
象
（
未
定
）
と

な
り
ま
す
。

申

込

期

間

申

込

方

法

各
種
変
更
届

‰

『耕作放棄地を活用し地域を元気に!!』
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用してください

１　支援内容

作　　業 支援内容 摘　　要

（１）再生作業（障害物除去等および土づくり）を一体的に支援

①定額支援 5万円/10㌃ 中心経営体に集約化する場合は6万円/10㌃

②定率支援 総事業費の1/2以内 重機を用いて行う場合

（２）土壌改良 2.5万円/10㌃ 障害物除去等がなされた農地における土壌改良

（３）営農定着 2.5万円/10㌃ 再生農地への作物作付

（４）施設等補完整備 1/2以内 農道、農業用機械・施設等の整備

（５）実証ほ場の設置・運営、試験販売等 定額

　荒廃した耕作放棄地を引き受けて農地を再生する農業者、農業者等が組織する団体などが行う再

生作業や土づくり、作付、加工・販売の試行、必要な施設の整備等の取組を総合的に支援します。

○お問い合わせ

酒田市地域耕作放棄地対策協議会

（農業委員会事務局内）℡.26−5767

２　要　　件

（１）農地の賃貸借等契約により、土地所有者に代わり再生作業を行い、５年間以上耕作すること

が見込まれること。

（２）再生作業を行うに当たって、再生費用が10万円/10㌃以上必要とする耕作放棄地であること。

（３）荒廃農地調査で「A分類」と判定され、かつ農振農用地区域内の農地であること。

３　取　組　例

　①１年目　再生作業　＋　土壌改良　→　作物作付

　②１年目　再生作業

　　２年目　土壌改良　→　作物作付

農
地
の
集
積
・
集
約
に

　
農
地
中
間
管
理
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
よ
う



ˇ

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
１
月
31
日
、
今
年
秋
に
山
形
県
で
開

催
さ
れ
る
第
21
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
山
形
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
県
内
の
認
定
農
業
者
や

関
係
者
約
２
２
０
人
が
参
加
し
、
大
会

テ
ー
マ
の
発
表
や
、
県
外
の
若
手
農
業

者
の
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
、
秋
に
控
え
た
大
会
に
向
け
機
運

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
10
年
に

酒
田
市
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
今
回

が
20
年
ぶ
り
２
回
目
の
山
形
県
で
の
開

催
で
す
。
い
い
準
備
を
し
て
全
国
か
ら

農
業
者
を
お
迎
え
し
た
い
も
の
で
す
。

　
３
月
６
日
、
農
業
委
員
特
別
研
修
会

が
河
北
町
の
「
サ
ハ
ト
紅
花
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
県
内
の
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

一
堂
に
会
し
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
地
利
用
最
適
化
の
課
題
と
対
応
に
つ

い
て
の
講
演
な
ら
び
に
中
山
間
地
域
に

お
け
る
集
落
営
農
と
法
人
経
営
に
つ
い

て
、
「
和
農
日
向
㈱
」
（
酒
田
市
）
の
代

表
か
ら
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
増
え
る
耕
作
放
棄
地
は
、

中
山
間
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
示
唆
に
富
ん
だ
大
変
参
考
に
な

る
内
容
で
し
た
。
　
（
佐
藤
良
平
委
員
）

農業委員特別研修会

　
２
月
21
日
、
農
業
者
年
金
受
給
者
説

明
会
が
希
望
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
（
一
社
）
山
形
県
農
業
会
議

の
農
業
者
年
金
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、

農
業
者
年
金
の
制
度
や
受
給
資
格
、
受

給
に
向
け
て
の
手
続
き
の
ほ
か
、
受
給

開
始
後
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　
当
日
出
席
し
た
約
30
人
の
経
営
移
譲

年
金
等
の
受
給
予
定
者
の
皆
さ
ん
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
荘
司
研
治
委
員
）

農業者年金受給者説明会

酒
田
市
議
会
建
設
経
済
常
任
委
員

と
の
意
見
交
換
会

　
２
月
７
日
、
「
米
の
平
成
30
年
問
題

に
想
う
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
水
稲
と
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
を
営
む
土
田

治
夫
委
員
が
、
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
、

米
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
発
表
。
交
流

事
業
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
人
と
の

出
会
い
が
販
路
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ

た
こ
と
や
、
今
後
の
米
価
下
落
や
飼
料

用
米
へ
の
不
安
が
あ
る
が
、
原
点
に

帰
っ
て
良
い
も
の
を
安
定
的
に
生
産
す

る
こ
と
が
今
後
に
つ
な
が
る
と
の
発
表

を
行
い
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
新
規
就
農
に
つ
い
て
も
話

題
と
な
り
、
自
己
資
金
力
と
販
路
に
工

夫
が
必
要
と
の
意
見
が
出
る
な
ど
、
終

始
活
発
に
酒
田
農
業
の
今
後
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。
（
佐
藤
耕
造
委
員
）

活  
動

レ

ポ

ー

ト



Á

　
私
が
専
門
学
校
を
卒
業
し

て
実
家
の
農
業
を
継
い
で
か

ら
今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
、
若
手
農
業
者
の

エ
ッ
セ
ー
執
筆
の
依
頼
を
受

け
て
、
一
般
の
会
社
で
13
年

も
勤
め
れ
ば
若
手
と
は
い
え

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分

の
父
親
の
よ
う
な
方
々
と
語

ら
う
こ
と
の
多
い
農
業
界
に

お
い
て
は
、
ま
だ
若
手
な
の

だ
と
思
い
、
今
回
筆
を
執
っ

て
み
ま
し
た
。

　
我
が
家
は
、
代
々
稲
作
を

主
体
と
し
た
経
営
を
し
て
お

り
、
私
の
父
は
兼
業
農
家
で

し
た
が
、
仕
事
が
忙
し
く
な

り
、
私
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
農
作
業

の
大
半
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
始
め
て
み
る
と
経
験
の
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
す
ぐ
に
大
変
な
仕
事
な

の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は

　
我
が
家
は
家
族
３
世
代
で
メ
ロ
ン
を

主
体
に
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
就
農
し

た
頃
は
何
も
わ
か
ら
ず
、
右
往
左
往
し

て
い
ま
し
た
が
、
５
年
経
っ
た
今
は
、

一
人
で
で
き
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
、

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
メ
ロ
ン
を
生
育
中
で
、
先
日

も
定
植
作
業
を
し
ま
し
た
。
毎
年
作
業

内
容
を
確
認
し
な
い
と
不
安
で
し
た

が
、
今
年
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
畑
作
り
や
種
ま
き
な

ど
の
仕
事
内
容
も
根
気
よ
く
家
族
が
教

え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
を
し
て
い
て

楽
し
い
と
思
う
余
裕
が
で
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
た
ま
に
家
族
に
子
ど
も
を
預

か
っ
て
も
ら
っ
て
、
友
達
と
会
っ
た

り
、
旦
那
さ
ん
と
映
画
に
行
っ
た
り
し

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
気
分
転

換
は
仕
事
へ
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
が
わ
か
ら
な
く
て

も
、
難
し
く
て
も
、
楽
し
み
な
目
標
が

あ
れ
ば
、
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
の
で
、

今
の
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
家
族
に
は

感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　
い
つ
か
旦
那
さ
ん
と
私
が
主
に
な
っ

て
農
家
を
す
る
と
き
が
き
ま
す
が
、
今

度
は
私
が
、
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
目

標
で
す
。
家
族
が
い
る
か
ら
頑
張
れ

る
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
、
こ

の
二
つ
を
心
掛
け
て
、
農
家
と
し
て
、

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
の
先
輩
方
と
の
交
流
で
貴
重
な
経

験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
作

業
に
も
役
立
て
ら
れ
た
の
が
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
も
満
足
し
た
と
納

得
で
き
る
年
は
な
く
、
農
業
と
い
う
仕

事
が
一
度
と
し
て
同
じ
年
が
無
い
、
自

然
を
相
手
に
し
た
バ
ク
チ
の
よ

う
な
も
の
だ
か
ら
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
同
じ
1
年
が
無
く

と
も
、
雪
が
解
け
れ
ば
春
も
夏

も
毎
年
同
じ
よ
う
に
作
業
を
繰

り
返
す
の
は
、
手
間
暇
を
掛
け

苦
労
し
た
だ
け
増
す
、
収
穫
の

喜
び
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　
私
に
と
っ
て
の
一
番
の
収
穫

は
、
農
業
に
対
す
る
自
分
自
身

の
感
情
の
変
化
で
す
。
元
々
、

好
き
で
農
業
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
家
の
仕
事

だ
か
ら
と
割
り
切
っ
た
感
覚
で

し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
苦
難
を

乗
り
越
え
た
事
で
や
り
甲
斐
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
若

手
農
業
者
と
し
て
少
し
ず
つ
で
も
成
長

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

平　田 　小　松　原　佑　介

初心に帰って

家

族

に

感

謝

広岡新田

阿 部 怜 南

キ
ラ
リ
な

女
性

か
が
や
く

女
性
農
業
者

ひ

　

と

メロンの定植作業

〜 若手農業者リレーエッセー 〜

かぜ

…



　
７
月
上
旬
～
８
月
下
旬
ま

で
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
①

遊
休
農
地
の
把
握
　
②
違
反

転
用
の
把
握
　
③
一
時
転
用

（
山
砂
採
取
）
許
可
農
地
の

現
地
確
認
　
④
転
用
許
可
農

地
の
確
認
（
完
了
報
告
書
の

提
出
が
な
い
も
の
な
ど
の
現

地
確
認
）
で
す
。

　
地
域
の
優
良
な
農
地
を
守

り
、
大
切
な
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
農
地
の

適
切
な
管
理
に
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

6
　
農
業
者
年
金
を
引
き
続
き
受
給
す

る
た
め
に
は
「
農
業
者
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
を
毎
年
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
用
紙
は

５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら

直
接
受
給
者
の
方
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

受
け
付
け
は
６
月
１
日
か
ら
で
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
業
者
老
齢
年
金
の
み
受

給
の
方
は
、
郵
送
で
の
提
出
も
で
き

ま
す
。

中
平
田
地
区

佐
藤
　
　
　
　
ご
夫
妻

良
　
一

光
　
子

¨

短
　
信

　
水
稲
約
５
㌶
と
果
樹
、
そ
れ
に
養

蜂
に
取
り
組
ん
で
い
る
良
一
さ
ん

（
76
歳
）と
光
子
さ
ん
（
73
歳
）
ご
夫
妻
。

　
先
代
の
頃
か
ら
果
樹
と
養
蜂
を
し

て
お
り
、「
周
り
で
や
っ
て
い
る
人
は

い
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
果
樹
に
関
心
の
あ
っ
た
良
一
さ
ん

の
父
が
始
め
、
受
粉
に
蜜
蜂
を
使
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
ハ
チ
ミ
ツ
の
出
荷

も
し
て
い
た
そ
う
。「
今
は
健
康
志

向
、
自
然
志
向
な
の
か
引
き
合
い
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
直
売
所
や
、
直

販
で
も
出
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
高
校
卒
業
後
、
農
業
を
手
伝
い
な

が
ら
、
市
内
の
問
屋
に
ア
ル
バ
イ
ト

に
行
っ
て
い
た
と
い
う
良
一
さ
ん
。

そ
こ
で
流
通
や
経
営
に
触
れ
、
今
後

の
農
業
の
活
性
化
の
一
つ
に
な
る
と

感
じ
、
そ
れ
を
機
に
地
元
で
商
店
を

始
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
直
売
所
の
「
み

ど
り
の
里
山
居
館
」
の
初
代
組
合
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
良
一
さ
ん
を
支
え
る
光
子

さ
ん
は
、
以
前
病
気
を
患
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
元
気
に
回
復
し
直
売
所

に
出
す
笹
巻
き
作
り
を
頑
張
っ
て
い

る
そ
う
。
「
家
の
こ
と
や
笹
巻
き
作

り
が
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
て
い
る
」
と
、

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
規
模
拡
大

だ
け
で
な
い
、
多
角
化
と
い
う
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
健
康
の

た
め
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
良
一
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お

二
人
と
も
元
気
で
活
躍
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
齋
藤
均
委
員
）

農業委員がおじゃましてお聞きしました！

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

農業者年金に加入しましょう
老後の生活をしっかりサポートします。
農業に従事する方なら、広く加入いただけます。

*** 農業者年金のメリット ***

① 少子・高齢化時代に強い積み立て方式

② 保険料の額は自由に決められます

③ 終身年金で80歳までの保証付き

④ 保険料は全額社会保険料控除

⑤ 保険料に国庫補助も（要件があります）

事
務
局
長
　
　
　
　
　
藤
井
　
昌
道

事
務
局
次
長
　
　
　
　
佐
藤
ま
ゆ
み

農
地
主
査
　
　
　
　
　
遠
田
　
　
博

農
地
主
査
兼
農
地
係
長
　
阿
彦
　
智
子

農
地
係
調
整
主
任
　
　
齋
藤
　
エ
ミ

農
地
係
調
整
主
任
　
　
須
田
　
知
明

農
地
係
主
事
　
　
　
　
本
間
　
瑛
帆

八
幡
総
合
支
所
専
門
員
　
石
塚
　
　
裕

松
山
総
合
支
所
調
整
主
任

　
門
脇
　
正
博

平
田
総
合
支
所
主
査
　
五
十
嵐
則
子

農
業
委
員
会
事
務
局
の
新
体
制

農
業

一
筋

月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す
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畑
が
耕
起
さ
れ
、
冬
の
土
か
ら
春

の
土
に
変
わ
る
と
、
尻
尾
が
長
く
白

い
頬
の
お
し
ゃ
べ
り
な
鳥
が
チ
ョ
コ

チ
ョ
コ
歩
き
回
り
ま
す
。

　
３
月
に
「
女
性
の
農
業
委
員
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
女
性
農
業
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
こ
と
と
反
比
例
し
て
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
く
統
計
数

値
が
示
さ
れ
、
驚
き
な
が
ら
も
な
ぜ

か
納
得
し
て
き
ま
し
た
。

　
薫
風
が
、
真
っ
す
ぐ
に
植
え
ら
れ

た
苗
を
揺
ら
し
て
い
る
田
ん
ぼ
に
、

女
性
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
に
出
る
と
き
は
「
ん
め

米
な
る
よ
う
、
ん
め
格
好
し
て
行

け
」
と
祖
父
に
言
わ
れ
、
可
愛
い
小

さ
な
花
を
刺
繍
し
た
「
は
ん
こ
た
ん

な
」
を
し
て
、
田
ん
ぼ
に
出
か
け
た

頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
き
ら
り
」
も
発
行
か
ら
今
回
で
50

号
。
農
村
の
風
景
も
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
100
号

ま
で
に
は
ど
ん
な
風
に
変
わ
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
鳥
海
山
の
「
種

ま
き
爺
さ
ん
」
は
、
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
種
を
ま
い
て
い
ま
す
。（
と
も
こ
）

編

集

後

記

◇バラ科サクラ属の落葉高

木で原産はアジア西南部

◇３月〜４月にかけ花を咲か

せ７月〜８月に実が成熟

◇果実から果肉と種子の殻

を取り除いた部分を炒っ

て、もしくは揚げて食べる

なんの花？
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進む農業の法人化 12
Part

～ 地域での取り組み ～

○
名
前
の
由
来
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
転
作
田
を
受
託
し
、
大
豆
栽
培
に

特
化
し
た
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
に
大
豆
の
種
子
を
多
く
播
く

事
か
ら
、
「
ご
ん
べ
が
種
ま
き
ゃ
、

カ
ラ
ス
が
ほ
じ
く
る
」
の
言
葉
か
ら

着
想
を
得
、
自
分
達
の
作
業
内
容
に

は
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
い
、
「
ご
ん
べ

の
会
」
と
し
ま
し
た
。

○
経
営
の
内
容
は

社
員
３
名
（
役
員
３
名
）

従
業
員
１
名

経
営
面
積
80
㌶
（
作
業
受
託
含
む
）

主
な
農
産
物
　
大
豆
栽
培
に
特
化

○
設
立
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　
平
成
10
年
頃
、
浜
中
地
区
の
生
産

組
合
か
ら
、
転
作
作
業
の
手
伝
い
と

受
託
を
打
診
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は

年
間
を
通
し
た
、
機
械
作
業
一
貫
体

制
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
集
落

内
４
人
の
仲
間
と
、
「
地
域
の
農
地

を
、
荒
ら
す
事
な
く
活
用
し
、
所
得

の
拡
大
を
目
指
そ
う
」
と
の
強
い
思

い
と
絆
を
持
ち
、
平
成
17
年
に
有
限

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

　
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
出
来
れ

ば
他
産
業
並

み
の
給
料
を

社
員
に
支
払

う
事
が
で
き

る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
若

い
世
代
の
入

社
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良
く
し
、
作
業

中
の
ケ
ガ
な
ど
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
労
務
管
理
に
も
気
を
つ
け
な
が

ら
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た
」
会
社
運

営
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

有
限
会
社
『
ご
ん
べ
の
会
』
〜 

広
野
地
区 

〜

代
表
取
締
役
　
加
　
藤
　
淸
　
志


